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(57)【要約】
　【解決手段】　本開示は、繊維密度、繊維直径、およ
び毛管力の区別可能な分布を有する一体型多孔質繊維媒
体に関する。さらに、本開示は、複数の密度部分を含む
多孔質繊維媒体にも関する。開示された媒体は一体成形
なので、異なる密度部分は分離可能ではない。開示され
た媒体は、特定の流体送達デバイス用に、改善された流
体送達特性を提供する。
　【選択図】　　　図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一体型多孔質繊維マトリックスであって、
　複数の密度領域であって、前記複数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有するもので
ある複数の密度領域と、
ｃ複数の直径領域であって、前記複数の直径領域の各々は異なる繊維直径を有するもので
ある複数の直径領域と
　のうち少なくとも１つを有するものである一体型多孔質繊維マトリックス。
【請求項２】
　請求項１記載の一体型多孔質繊維マトリックスにおいて、前記密度領域の各々は固有の
層を有するものである一体型多孔質繊維マトリックス。
【請求項３】
　請求項１記載の一体型多孔質繊維マトリックスにおいて、前記複数の直径領域の各々は
固有の層を有するものである一体型多孔質繊維マトリックス。
【請求項４】
　請求項１記載の一体型多孔質繊維マトリックスにおいて、前記マトリックスは、１若し
くはそれ以上の化粧品組成物を保持および放出するように構成されたクッション付きディ
スクに一体化されているものである一体型多孔質繊維マトリックス。
【請求項５】
　請求項１記載の一体型多孔質繊維マトリックスにおいて、二成分繊維をさらに有するも
のである一体型多孔質繊維マトリックス。
【請求項６】
　一体型多孔質繊維マトリックスを有する一体型多孔質流体保留および送達媒体であって
、前記マトリックスは、
　複数の密度領域であって、前記複数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有するもので
ある複数の密度領域と、
　複数の直径領域であって、前記複数の直径領域の各々は異なる繊維直径を有するもので
ある複数の直径領域と
　のうち少なくとも１つを有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項７】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記密度領域の各々は
固有の層を有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項８】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記複数の密度領域の
密度変化は漸進的である一体型多孔質流体保留および送達媒体
【請求項９】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記複数の直径領域の
各々は固有の層を有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１０】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記マトリックスは、
１若しくはそれ以上の化粧品組成物を保持および放出するように構成されたクッション付
きディスクに一体化されているものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１１】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、二成分繊維をさらに有
するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１２】
　請求項１１記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記二成分繊維は、
　ポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）／Ｐ
ＥＴ、ポリエチレン／ポリプロピレン、ポリプロピレン／ナイロン－６、ナイロン－６／
ＰＥＴ、コポリエステル／ＰＥＴ、コポリエステル／ナイロン－６、コポリエステル／ナ
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イロン－６，６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ＰＥＴ、ポリ－４－メチル－１－ペ
ンテン／ナイロン－６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ナイロン－６，６、ＰＥＴ／
ポリエチレンナフタレン（ＰＥＮ）、ナイロン－６，６／ポリ－１，４－シクロヘキサン
ジメチル－１（ＰＣＴ）、ポリプロピレン／ポリブチレンテレフタレート（ＰＢＴ）、ナ
イロン－６／コポリアミド、ポリエステル／ポリエステル、およびポリウレタン／アセタ
ールのうちの少なくとも１つを有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１３】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記流体は、筆記具イ
ンク、インクジェットインク、化粧品組成物、ファウンデーション、香水、日焼け止め、
油、ゲル、および液体治療薬のうち少なくとも１つを有するものである一体型多孔質流体
保留および送達媒体。
【請求項１４】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記繊維密度は、０．
００５ｇ／ｃｍ３から０．２ｇ／ｃｍ３、０．０１ｇ／ｃｍ３から０．１８ｇ／ｃｍ３、
および０．０２ｇ／ｃｍ３から０．１５ｇ／ｃｍ３のうち少なくとも１つを含む種々の範
囲を有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１５】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、前記繊維直径は、１ｄ
ｔｅｘから２０ｄｔｅｘ、２ｄｔｅｘから１５ｄｔｅｘ、および３ｄｔｅｘから１０ｄｔ
ｅｘのうち少なくとも１つを含む種々の範囲を有するものである一体型多孔質流体保留お
よび送達媒体。
【請求項１６】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、異なる密度領域は異な
る毛管力を有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１７】
　請求項６記載の一体型多孔質流体保留および送達媒体において、密度勾配領域は勾配毛
管力を有するものである一体型多孔質流体保留および送達媒体。
【請求項１８】
　一体型多孔質繊維マトリックスを含む少なくとも１つの一体型多孔質流体保留および送
達媒体を有する流体用デバイスであって、前記マトリックスは、
　複数の密度領域であって、前記複数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有するもので
ある複数の密度領域と、
　複数の直径領域であって、前記複数の直径領域の各々は異なる繊維直径を有するもので
ある複数の直径領域とのうち少なくとも１つを有するものである
　流体用デバイス。
【請求項１９】
　請求項１８記載の流体用デバイスにおいて、前記デバイスは、クッション・コンパクト
・ファウンデーション・デバイス、香水用デバイス、メイクアップデバイス、インクジェ
ット・プリンター・カートリッジ、筆記具、および医療デバイスのうち少なくとも１つを
有するものである流体用途デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、「毛管グラディエントを有する媒体貯留層」と題する２０１７年６月１５日
に出願された米国仮特許出願第６２／５２０，３５２号の利益および優先権を主張するも
のであり、この参照によりその全体が本明細書に組み込まれる。本出願は、「化粧用保持
媒体用の区別可能な密度または繊維直径を有する一体型多孔質繊維媒体およびその適用」
と題する２０１７年１１月３日に出願された米国仮特許出願第６２／５８１，３０２号の
利益および優先権をさらに主張するものであり、この参照によりその全体が本明細書に組
み込まれる。
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【０００２】
　本発明は、流体の保留および送達用に使用される、繊維密度、繊維直径、および毛管力
の区別可能な分布を有する一体型多孔質繊維媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
　媒体を貯留層から送達する技術はいくつか存在する。例えば、ブラシ、ダイレクトアプ
リケーター、発泡物、パッドなどの機械的デバイスまたは他の類似のデバイスは、貯留層
からの流体の一部または貯留層からの直接の流体を、該流体を使用する点へ吸収すること
ができる。そのような適用手段は、通常、例えば化粧品用途、インクジェット印刷、また
は他の類似の用途に使用される。
【０００４】
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれる米国特許出願公開第２０１４／００２３
６８９号は、化粧用組成物を含侵させた発泡ウレタン製のクッションコンパクトフォーマ
ットの化粧製品を開示している。しかし、ウレタンベースの発泡ポリマーはいくつかの化
粧品成分との間で化学的適合性の問題を有しており、従って、全ての化粧品成分に使用で
きるわけではない。さらに、ウレタンベースの発泡ポリマーは望ましい離型性を提供しな
いので、化粧品処方について大量の無駄をもたらす。
【０００５】
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれる米国特許第９，５８５，４５６号は、化
粧用組成物を含侵させた連続気泡フォーム製のクッションコンパクトフォーマットの化粧
製品を開示している。しかし、連続気泡フォームは滑らかで魅力的な表面特徴を有さず、
しかも長期使用の場合にいくつかの化粧品成分との間で化学的適合性の問題を有する。
【０００６】
　参照によりその全体が本明細書に組み込まれる国際出願公開第２０１７０１６６０８号
は、不織布繊維媒体の上にスクリーンを用いたクッションコンパクトフォーマットの化粧
製品を開示している。スクリーンはクッションに改善された外観を提供するが、下部の不
織布媒体から剥がれ易いので性能および顧客体験の面で劣る結果をもたらす。
【０００７】
　他の例として、インクジェットプリンター用のほとんどのインクカートリッジには、繊
維貯留層などの流体貯留層が使用される。貯留層は、遊離インク貯留層から取り出し口の
芯へのインクの流れを調節するのに役立つ。貯留層は、遊離インク貯留層から取り出し口
の芯へのインクの流れが確実に一定になるようにし、インクカートリッジからのインクの
漏出を防止するのに役立つ。現在のインクカートリッジは、通常、多孔質素材または多孔
質発泡素材のブロックから成るインク吸収素材を貯留層内に使用している。しかし、イン
クは、インクカートリッジの使用期間の最後において吸収素材内に保持されている。この
残留インクは使用済みカートリッジと一緒に廃棄されるので、使用可能となるはずのイン
クが無駄になる結果となる。
【０００８】
　種々の応用で使用される例えば貯留層からの流体の送達に関して改善された効率を提供
する、より優れた多孔質繊維媒体が市場で求められている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一体型多孔質繊維マトリックスが記載される。いくつかの実施形態において、当該マト
リックスは、複数の密度領域であって、当該複数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有
するものである複数の密度領域と、複数の直径領域であって、当該複数の直径領域の各々
は異なる繊維直径を有するものである複数の直径領域とのうち少なくとも１つを含んでい
る。
【００１０】
　いくつかの実施形態において、密度領域の各々は固有の層を有する。
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【００１１】
　いくつかの実施形態において、複数の直径領域の各々は固有の層を有する。
【００１２】
　いくつかの実施形態において、マトリックスは、１若しくはそれ以上の化粧品組成物を
保持および放出するように構成されたクッション付きディスクに一体化されている。
【００１３】
　いくつかの実施形態において、マトリックスは二成分繊維をさらに有する。
【００１４】
　一体型多孔質繊維マトリックスを有する一体型多孔質流体保留および送達媒体も開示さ
れる。いくつかの実施形態において、マトリックスは、複数の密度領域であって、当該複
数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有するものである複数の密度領域と、複数の直径
領域であって、当該複数の直径領域の各々は異なる繊維直径を有するものである複数の直
径領域とのうち少なくとも１つを有する。
【００１５】
　いくつかの実施形態において、密度領域の各々は固有の層を有する。
【００１６】
　いくつかの実施形態において、複数の密度領域の密度変化は漸進的である。
【００１７】
　いくつかの実施形態において、複数の直径領域の各々は固有の層を有するものである。
【００１８】
　いくつかの実施形態において、マトリックスは、１若しくはそれ以上の化粧品組成物を
保持および放出するように構成されたクッション付きディスクに一体化されている。
【００１９】
　いくつかの実施形態において、二成分繊維をさらに有する。いくつかの追加の実施形態
において、前記二成分繊維は、　ポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ
）、ポリエチレン（ＰＥ）／ＰＥＴ、ポリエチレン／ポリプロピレン、ポリプロピレン／
ナイロン－６、ナイロン－６／ＰＥＴ、コポリエステル／ＰＥＴ、コポリエステル／ナイ
ロン－６、コポリエステル／ナイロン－６，６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ＰＥ
Ｔ、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ナイロン－６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン
／ナイロン－６，６、ＰＥＴ／ポリエチレンナフタレン（ＰＥＮ）、ナイロン－６，６／
ポリ－１，４－シクロヘキサンジメチル－１（ＰＣＴ）、ポリプロピレン／ポリブチレン
テレフタレート（ＰＢＴ）、ナイロン－６／コポリアミド、ポリエステル／ポリエステル
、およびポリウレタン／アセタールのうちの少なくとも１つを有する。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、流体は、筆記具インク、インクジェットインク、化粧品
組成物、ファウンデーション、香水、日焼け止め、油、ゲル、および液体治療薬のうち少
なくとも１つを有する。
【００２１】
　いくつかの実施形態において、繊維密度は、０．００５ｇ／ｃｍ３から０．２ｇ／ｃｍ
３、０．０１ｇ／ｃｍ３から０．１８ｇ／ｃｍ３、および０．０２ｇ／ｃｍ３から０．１
５ｇ／ｃｍ３のうち少なくとも１つを含む種々の範囲を有する。
【００２２】
　いくつかの実施形態において、繊維直径は、１ｄｔｅｘから２０ｄｔｅｘ、２ｄｔｅｘ
から１５ｄｔｅｘ、および３ｄｔｅｘから１０ｄｔｅｘのうち少なくとも１つを含む種々
の範囲を有する。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、異なる密度領域は異なる毛管力を有する。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、密度勾配領域は勾配毛管力を有する。
【００２５】
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　一体型多孔質繊維マトリックスを含む少なくとも１つの一体型多孔質流体保留および送
達媒体を有する流体用デバイスも開示される。いくつかの実施形態において、マトリック
スは、複数の密度領域であって、当該複数の密度領域の各々は異なる繊維密度を有するも
のである複数の密度領域と、複数の直径領域であって、当該複数の直径領域の各々は異な
る繊維直径を有するものである複数の直径領域とのうち少なくとも１つを有する。
【００２６】
　いくつかの実施形態において、デバイスは、クッション・コンパクト・ファウンデーシ
ョン・デバイス、香水用デバイス、メイクアップデバイス、インクジェット・プリンター
・カートリッジ、筆記具、および医療デバイスのうち少なくとも１つを有する。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１Ａ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｂ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｃ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｄ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｅ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｆ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｇ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｈ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｉ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図１Ｊ】図１Ａ～Ｊは、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による繊維媒体
の種々の配置を示す。
【図２】図２は、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による媒体分与デバイス
を示す。
【図３】図３は、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による代替の媒体分与デ
バイスを示す。
【図４】図４は、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態による内部流体貯留層を
試験するための試験装置設定を示す。
【図５Ａ】図５Ａは、１つの実施形態による密度勾配を有する貯留層の例を示す。
【図５Ｂ】図５Ｂは、１つの実施形態による密度勾配を有する貯留層の例を示す。
【図５Ｃ】図５Ｃは、１つの実施形態による密度勾配を有する貯留層の例を示す。
【図６】図６は、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態によるインクカートリッ
ジを示す。
【図７】図７は、本明細書記載の１若しくはそれ以上の実施形態によるインクカートリッ
ジを示す。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　本開示は、本明細書記載の特定のシステム、デバイス、および方法に限定されるもので
はない。本明細書で使用される用語は、特定の型または実施形態を記載する目的でのみ使
用されるものであり、本開示の範囲を限定する意図はない。
【００２９】
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　以下の用語は、本願の目的において、以下に説明されるそれぞれの意味を持つものであ
る。別の規定がない限り、本明細書で使用される技術的および科学的用語は全て当業者が
一般的に理解する意味と同じである。本開示の内容はいずれも、本開示に記載される実施
形態は、以前の発明によって斯かる開示に先行する資格を有さないと認識されるようには
解釈されるべきではない。
【００３０】
　本明細書で使用される場合、文脈によって明確に別の意味が示されない限り、単数形の
「ａ（一つ）」、「ａｎ（一つ）」、および「ｔｈｅ（それ）」は複数形も包含する。従
って、例えば、「繊維」は、１若しくはそれ以上の繊維および当業者に周知のその物を意
味する。
【００３１】
　本明細書で使用される場合、「流体」と言う用語には、固定された形状を持たず外圧に
よって形を変化させる物質も含まれる。例えば、流体にはガスや液体も含まれる。本明細
書で使用される場合、流体および液体は同意語として使用され、本開示目的では、特定の
媒体（例えば、本明細書記載の一体型多孔質繊維媒体）によって誘導される流れを有する
物質もそれには含まれる。本明細書記載の流体の例には、筆記具インク、インクジェット
インク、化粧品組成物、ファウンデーション、香水、日焼け止め、油、ゲル、液体治療薬
、および他の類似の液体並びに流体が含まれる。
【００３２】
　いくつかの実施において、本開示は、流体の保留および送達用に使用される、繊維密度
、繊維直径、および毛管力の区別可能な分布を有する一体型多孔質繊維媒体に関する。本
明細書で使用される場合、一体型と言うのは、製造工程において区別可能な異なる領域が
一緒に形成され、個々の領域を破損することなしには分離できないことを意味する。いく
つかの実施においては、区別可能な領域は層構造内に分布されていてもよい。
【００３３】
　例示的実施形態において、一体型多孔質繊維媒体はディスク形状であってもよく、その
場合、ディスクは当該ディスクの厚さ方向に区別可能な繊維マトリックスの密度または空
隙容積の分布を有する。
【００３４】
　別の例示的実施形態において、一体型多孔質繊維媒体はディスク形状であってもよく、
その場合、ディスクはディスクの厚さ方向に区別可能な繊維直径の分布を有する。
【００３５】
　別の例示的実施形態において、一体型多孔質繊維媒体はディスク形状であってもよく、
その場合、ディスクは当該ディスクの厚さ方向に区別可能な繊維マトリックスの密度およ
び繊維直径の分布を有する。
【００３６】
　いくつかの例において、一体型多孔質繊維媒体の繊維は加熱により間隙点で結合される
。いくつかの実施において、一体型多孔質繊維媒体の繊維は親水性である。
【００３７】
　他のいくつかの実施において、本開示は一体成形の液体保留／分与媒体に関する。上述
のように、従来の設計では、繊維貯留層は多孔質素材または発泡素材のブロック製であり
得る。特定の設計では、種々の毛管力を有する素材を隣接して配置し、様々なレベルの密
度を提供する場合もある。しかし、このような素材は互いに隣接して配置され、それによ
り異なる素材間で画定された界面が生じることとなる。
【００３８】
　本明細書記載の一体成形の液体保留／分与媒体には、例えば、ある量の流体を保持する
ように構成された流体貯留層も含まれる。いくつかの実施においては、流体には、インク
（例えば、インクジェットプリンターインク）、流体状の化粧品、医薬品、分析用溶液、
および他の類似の流体が含まれる。流体貯留層には、マトリックス内に種々の密度または
空間、繊維の直径、および／または表面張力を有するように構成された多孔質繊維マトリ
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ックスを含めてもよい。これらの繊維マトリックスの様相に多様性を与えることにより、
繊維マトリックスの異なる領域に異なる毛管力を提供できる。加えて、毛管力は、繊維マ
トリックスの上部から底部へ向けて異なるように、並びに横的に異なるように配置されて
もよい。そのような設計は、上述したような流体放出素材間で界面を用いる従来の毛細管
技術と比較すると、本明細書記載の毛細管勾配を有する一体成形の流体保持貯留層を含め
、通常の使用において全流体放出量を増大させることが可能となる。
【００３９】
　加えて、種々の実施において、本明細書記載の媒体は、種々のデバイスに一体化させる
ことができる。例えば、媒体は、クッション・コンパクト・ファウンデーション・デバイ
ス、香水用デバイス、メイクアップデバイス、インクジェット・プリンター・カートリッ
ジ、筆記具、医療デバイス、および他の類似の流体または液体送達デバイスと一体化させ
てもよい。
（一体型多孔質繊維ディスク）
【００４０】
　上述のように、本開示は一体型多孔質繊維媒体を教示する。一例として、図１Ａに示さ
れるように、一体型多孔質繊維ディスクは１つの表面が別の表面よりも高密度であっても
よい。例えば、図１Ａに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１００は高密度の多
孔質繊維層１０２を有する上部表面と、低密度の多孔質繊維層１０４を有する下部表面と
を有していてもよい。
【００４１】
　別の例では、図１Ｂに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクは両側の表面の密度
が中間よりも高密度であってもよい。例えば、図１Ｂに示されるように、一体型多孔質繊
維ディスク１１０は、２つの高密度の多孔質繊維層１１２および１１６間に挟まれた低密
度の多孔質繊維層１１４を有していてもよい。
【００４２】
　別の例では、図１Ｃに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクは両側の表面の密度
が中間よりも低密度であってもよい。例えば、図１Ｃに示されるように、一体型多孔質繊
維ディスク１２０は、２つの低密度の多孔質繊維層１２２および１２６間に挟まれた高密
度の多孔質繊維層１２４を有していてもよい。
【００４３】
　上述のように、種々の繊維密度に加えて、繊維ディスクは種々の繊維直径を有する層を
含んでいてもよい。一例として、図１Ｄに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの
１つの表面における繊維は、ディスクの他の部分における繊維よりも小さい直径を有して
いる。例えば、図１Ｄに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１３０は、小さい直
径の繊維を有する繊維層１３２を持つ上部表面と、大きい直径繊維を有する繊維層１３４
を持つ下部表面とを有してもよい。
【００４４】
　別の例では、図１Ｅに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの両側表面における
繊維は、ディスクの中間における繊維と比べて小さい直径を有していてもよい。例えば、
図１Ｅに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１４０は、２つの小さい直径の線維
層１４２および１４６間に挟まれた大きい直径の繊維層１４４を有していてもよい。
【００４５】
　別の例では、図１Ｆに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの両側表面における
繊維は、ディスクの中間における繊維と比べて大きい直径を有していてもよい。例えば、
図１Ｆに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１５０は、２つの大きい直径の線維
層１５２および１５６間に挟まれた小さい直径の繊維層１５４を有していてもよい。
【００４６】
　媒体層は、種々の密度と繊維直径との組み合わせを含んでいてもよい。一例として、図
１Ｇに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの１つの表面の繊維はディスクの他の
部分の繊維よりも直径が小さく、小さい直径の繊維が形成する繊維マトリックスはディス
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クの他の部分よりも密度が高くてもよい。例えば、図１Ｇに示されるように、一体型多孔
質繊維ディスク１６０は小さい直径の繊維および高い繊維密度の層である上部層１６２と
、大きい直径の繊維および低い繊維密度の層である下部層１６４とを有していてもよい。
【００４７】
　別の例として、図１Ｈに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの１つの表面の繊
維はディスクの他の部分の繊維よりも直径が小さく、小さい直径の繊維が形成する繊維マ
トリックスはディスクの他の部分よりも密度が小さくてもよい。例えば、図１Ｈに示され
るように、一体型多孔質繊維ディスク１７０は小さい直径の繊維および低い繊維密度の層
である上部層１７２と、大きい直径の繊維および高い繊維密度の層である下部層１７４と
を有していてもよい。
【００４８】
　別の例として、図１Ｉに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの両側表面の繊維
はディスクの中間の繊維よりも小さい直径を有し、両側表面における小さい直径の繊維に
よって形成される繊維マトリックスはディスクの中間部分よりも高い密度を有していても
よい。例えば、図１Ｉに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１８０は、大きい直
径の繊維および小さい繊維密度を有し多孔質繊維層１８２および１８６（各々、層１８４
と比べて、小さい直径の繊維および大きい繊維密度を有する）間に挟まれている多孔質繊
維層１８４を有していてもよい。
【００４９】
　別の例として、図１Ｊに示されるように、一体型多孔質繊維ディスクの両側表面の繊維
はディスクの中間の繊維よりも小さい直径を有し、両側表面における小さい直径の繊維に
よって形成される繊維マトリックスはディスクの中間部分よりも低い密度を有していても
よい。例えば、図１Ｊに示されるように、一体型多孔質繊維ディスク１９０は、大きい直
径の繊維および大きい繊維密度を有し多孔質繊維層１９２および１９６（各々、小さい直
径の繊維および小さい繊維密度を有する）間に挟まれている多孔質繊維層１９４を有して
いてもよい。
【００５０】
　いくつかの実施において、一体型多孔質繊維ディスクは密度勾配構造を有していてもよ
い。例えば、密度勾配は、１つの表面から別の表面へ徐々に変化する、あるいはディスク
の表面からディスクの中間へ徐々に変化する繊維マトリックス密度を含んでいてもよい。
高密度領域と低密度領域との間には明確な界面は存在しない。
【００５１】
　いくつかの例において、多孔質繊維ディスクの複数の繊維層が梳き櫛状の不織布ウェブ
の各層を有していてもよい。他の実施形態においては、個々の層は織布を含んでいる。別
の実施形態では、個々の層は短繊維（ｓｔａｐｌｅ　ｆｉｂｅｒ）を有している。他の実
施形態においては、個々の層は連続繊維を有している。他の実施形態では、個々の層の繊
維は約１ｄｔｅｘから約２０ｄｔｅｘの範囲の繊維塊を有する。
【００５２】
　化粧品液体保留／分与用途に関するいくつかの例では、高密度層は約０．０３ｇ／ｃｍ
３から約０．２ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。別の実施形態では、高密度
繊維層は約０．０４ｇ／ｃｍ３から約０．１８ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよ
い。別の実施形態では、高密度繊維層は約０．０５ｇ／ｃｍ３から約０．１６ｇ／ｃｍ３

の範囲の密度を有していてもよい。さらに別の実施形態では、高密度繊維層は約０．０６
ｇ／ｃｍ３から約０．１５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。いくつかの実施
形態では、高密度繊維層は約０．０７ｇ／ｃｍ３から約０．１４ｇ／ｃｍ３の範囲の密度
を有していてもよい。いくつかの実施形態では、高密度繊維層は約０．０８ｇ／ｃｍ３か
ら約０．１３ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。いくつかの実施形態では、高
密度繊維層は約０．０９ｇ／ｃｍ３から約０．１２ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していて
もよい。１つの実施形態では、高密度繊維層は大きい直径の繊維層よりも大きい密度を有
している。１つの実施形態では、低密度繊維層は約０．００５ｇ／ｃｍ３から約０．１０
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ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。１つの実施形態では、低密度繊維層は約０
．００８ｇ／ｃｍ３から約０．０９ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。１つの
実施形態では、低密度繊維層は約０．０１ｇ／ｃｍ３から約０．０８ｇ／ｃｍ３の範囲の
密度を有していてもよい。１つの実施形態では、低密度繊維層は約０．０２ｇ／ｃｍ３か
ら約０．０７ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。１つの実施形態では、低密度
繊維層は約０．０３ｇ／ｃｍ３から約０．０６ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよ
い。
【００５３】
　特定の例において、高密度層と低密度層は相対的である。一体型多孔質繊維部分におい
て、高密度層の密度と低密度層の密度との比は、１．１対１、１．２対１、１．３対１、
１．４対１、１．５対１、１．６対１、１．７対１、１．８対１、１．９対１、２．０対
１、２．２対１、２．４対１、２．６対１、２．８対１、または３．０対１である。
【００５４】
　少なくとも１つの実施形態において、小直径の繊維は約１ｄｔｅｘから約６ｄｔｅｘの
範囲の直径を有していてもよい。別の実施形態では、小直径の繊維は約２ｄｔｅｘから約
５ｄｔｅｘの範囲の直径を有していてもよい。別の実施形態では、小直径の繊維は約３ｄ
ｔｅｘから約４ｄｔｅｘの範囲の直径を有していてもよい。別の実施形態では、小直径の
繊維層の密度は大直径の繊維層の密度よりも大きい。別の実施形態では、大直径の繊維は
約４ｄｔｅｘから約２０ｄｔｅｘの範囲の直径を有していてもよい。別の実施形態では、
大直径の繊維は約６ｄｔｅｘから約１６ｄｔｅｘの範囲の直径を有していてもよい。別の
実施形態では、大直径の繊維は約８ｄｔｅｘから約１２ｄｔｅｘの範囲の直径を有してい
てもよい。
【００５５】
　１つの実施形態において、多孔質繊維マトリックスは二成分繊維を含む。別の実施形態
では、多孔質繊維マトリックスは二成分繊維および一成分繊維を含む。
【００５６】
　いくつかの実施形態において、繊維はポリエステルおよびコポリエステルのうちの１若
しくはそれ以上を含んでもよい。特定の実施形態では、ポリエステルまたはコポリエステ
ルは、ポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタ
レート（ＰＢＴ）、ポリトリメチレンテレフタレート（ＰＴＴ）、およびポリ乳酸（ＰＬ
Ａ）のうちの１若しくはそれ以上を含んでもよい。１つの実施形態においては、繊維層は
ＰＬＡ製の繊維を含んでもよい。本発明の実践で使用可能な二成分繊維には、限定されな
いが、以下の対のポリマー、すなわちポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）／ＰＥＴ、ポリエチレン／ポリプロピレン、ポリプロピレ
ン／ナイロン－６、ナイロン－６／ＰＥＴ、コポリエステル／ＰＥＴ、コポリエステル／
ナイロン－６、コポリエステル／ナイロン－６，６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／
ＰＥＴ、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ナイロン－６、ポリ－４－メチル－１－ペン
テン／ナイロン－６，６、ＰＥＴ／ポリエチレンナフタレン（ＰＥＮ）、ナイロン－６，
６／ポリ－１，４－シクロヘキサンジメチル－１（ＰＣＴ）、ポリプロピレン／ポリブチ
レンテレフタレート（ＰＢＴ）、ナイロン－６／コポリアミド、ポリエステル／ポリエス
テル、およびポリウレタン／アセタールから構成される繊維が含まれる。
【００５７】
　本発明の一体型多孔質繊維媒体は、少なくとも６０％、少なくとも７０％、少なくとも
８０％、少なくとも９０％、少なくとも９１％、少なくとも９２％、少なくとも９３％、
少なくとも９４％、または少なくとも９５％の空隙容積を有してもよい。
【００５８】
　本明細書記載のファウンデーション用化粧品組成物は、約５００ｃｐｓから約５０，０
００ｃｐｓ、１０００ｃｐｓから約４０，０００ｃｐｓ、または５０００から２０，００
０ｃｐｓの粘度範囲を有する液体であってもよい。１つの特定の化粧品組成物は、１５か
ら５０超までのサンスクリーンファクター（ＳＰＦ）を含んでいてもよい。
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【００５９】
　商業用連続気泡ベースのクッションコンパクトクッションと、本明細書記載の技術によ
る二層の多孔質繊維クッションを含むクッションとの比較を行う。新しいクッションの基
本特性は表１に記載される。
【表１】

【００６０】
　しかし、表１に記載されるクッションは例示目的のためだけである。いくつかの実施に
おいては、本明細書記載の２つまたは３つ以外の種々の数の層が使用可能である。例えば
、クッションは各層に異なる繊維直径を有する７つの層の配列を含むことができる。以下
の表２は７つの層構成を有するクッションコンパクトディスクのサンプルセットを詳細に
示しており、各構成ＡおよびＢは外側表面に細かいまたは小さい直径の繊維を有している
。
【表２】

【００６１】
　以下の表３は、圧縮試験後における上述のサンプルの外観および回復に関する特定の詳
細を示す。
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【表３】

【００６２】
（一体成形の媒体分与デバイス）
【００６３】
　図２は、一体成形の液体保留／分与媒体２００のサンプルを示している。図１において
、媒体分与デバイス２００は、流体貯留層２０１と、該流体貯留層２００に流体連通して
いる密度勾配貯留層２０３とを有している。勾配貯留層２０３は２つの部分またはセクシ
ョン２０３ａおよび２０３ｂを有しており、各部分またはセクションは複数の繊維層を含
んでいる。取り出し口２０５は、媒体分与デバイス２００から流体を分与するため、媒体
分与デバイス２００からの出口を提供する。いくつかの実施において、取り出し口２０５
は芯（図示しない）を含んでいてもよい。図２に示されるように、流体貯留層２０１およ
び密度勾配貯留層２０３は、縦に配列された媒体分与デバイス２００内に位置付けられて
いる。しかし、本開示は、他の配列、例えば、縦配列、横配列、または流体貯留層に対し
てある角度を有する配列も考慮している。図３は横配列の例示的実施形態を示す。図３に
おいて、媒体分与デバイス３００は流体勾配貯留層３０３と、流体貯留層３０１に対して
横方向に位置付けられた対応する部分またはセクション３０３ａ、３０３ｂとを含む。
【００６４】
　もう一度図２を参照すると、操作中、例えば、流体は流体貯留層２０１から密度勾配貯
留層２０３へ移動し、最終的に取り出し口２０５から分与される。流体が取り出し口２０
５から分与されるにつれ、空気が媒体分与デバイス２００へ引き込まれる。次に、この空
気は流体貯留層２０１へ移動し、その結果、媒体分与デバイス２００内に静圧が生じる。
静圧により、流体は密度勾配貯留層２０３内へ流れ込み、それを通過できるようになる。
【００６５】
　いくつかの実施形態において、流体貯留層２０１は、媒体分与デバイス２００内に配置
された壁によって密度勾配貯留層２０３から分離されてもよい。斯かる壁には、孔、窪み
、または流体が流体貯留層２０１から密度勾配貯留層２０３へ自由に流れ込むのを可能に
する他の類似の開口部（図示しない）が含まれる。他の実施形態では、流体貯留層２０１
は、流体浸透可能な膜によって密度勾配貯留層２０３から分離されていてもよい。
【００６６】
　特定の実施において、密度勾配貯留層２０３は複数の繊維層を含んでいてもよい。いく
つかの実施形態において、複数の繊維層は、第一密度を有する繊維層の第一部分２０３ａ
（本明細書では「低密度層」と呼ぶ）と、第二密度を有する繊維層の第二部分２０３ｂ（
本明細書では「高密度層」と呼ぶ）とを含む。１つの実施形態において、高密度層は約０
．１１ｇ／ｃｍ３から約０．２５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。別の実施
形態では、高密度層は約０．１２ｇ／ｃｍ３から約０．２４ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有
していてもよい。別の実施形態では、高密度層は約０．１３ｇ／ｃｍ３から約０．２３ｇ
／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。さらに別の実施形態では、高密度層は約０．
１４ｇ／ｃｍ３から約０．２２ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。いくつかの
実施形態では、高密度層は約０．１５ｇ／ｃｍ３から約０．２１ｇ／ｃｍ３の範囲の密度
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を有していてもよい。いくつかの実施形態では、高密度層は約０．１６ｇ／ｃｍ３から約
０．１９ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。いくつかの実施形態では、高密度
層は約０．１６ｇ／ｃｍ３から約０．１８ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。
１つの実施形態では、高密度層の密度は低密度層の密度よりも大きい。１つの実施形態で
は、低密度層は約０．０１ｇ／ｃｍ３から約０．１０ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有してい
てもよい。１つの実施形態では、低密度層は約０．０２ｇ／ｃｍ３から約０．０９ｇ／ｃ
ｍ３の範囲の密度を有していてもよい。１つの実施形態では、低密度層は約０．０３ｇ／
ｃｍ３から約０．０８ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していてもよい。１つの実施形態では
、低密度層は約０．０４ｇ／ｃｍ３から約０．０７ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を有していて
もよい。１つの実施形態では、低密度層は約０．０５ｇ／ｃｍ３から約０．０６ｇ／ｃｍ
３の範囲の密度を有していてもよい。
【００６７】
　特定の実施において、高密度領域の密度と低密度領域の密度との間に重なり合いがあっ
てもよい。例えば、高密度層は約０．０５ｇ／ｃｍ３から約０．２５ｇ／ｃｍ３の範囲の
密度を有し、低密度層は約０．０１ｇ／ｃｍ３から約０．１５ｇ／ｃｍ３の範囲の密度を
有し
ていてもよい。
【００６８】
　１つの実施形態において、高密度層および低密度層は各々実質的に均一な密度を有して
いる。別の実施形態において、高密度層および低密度層は各々密度勾配を有している。別
の実施形態では、高密度層は実質的に均一な密度を有し、低密度層は密度勾配を有してい
る。さらに別の実施形態では、高密度層は密度勾配を有し、低密度層は実質的に均一な密
度を有している。１つの実施形態において、密度勾配貯留層は、第一末端から第二末端に
かけて、約０．０５ｇ／ｃｍ３から約０．２ｇ／ｃｍ３の範囲の密度変化量を有している
。別の実施形態において、密度変化量は約０．０６ｇ／ｃｍ３から約０．１９ｇ／ｃｍ３

の範囲である。別の実施形態において、密度変化量は約０．０７ｇ／ｃｍ３から約０．１
８ｇ／ｃｍ３の範囲である。別の実施形態において、密度変化量は約０．０８ｇ／ｃｍ３

から約０．１７ｇ／ｃｍ３の範囲である。別の実施形態において、密度変化量は約０．０
９ｇ／ｃｍ３から約０．１６ｇ／ｃｍ３の範囲である。別の実施形態において、密度変化
量は約０．１０ｇ／ｃｍ３から約０．１５ｇ／ｃｍ３の範囲である。別の実施形態におい
て、密度変化量は約０．１１ｇ／ｃｍ３から約０．１４ｇ／ｃｍ３の範囲である。別の実
施形態において、密度変化量は約０．１２ｇ／ｃｍ３から約０．１３ｇ／ｃｍ３の範囲で
ある。
【００６９】
　さらに、密度勾配貯留層は高さ比を有していてもよい。「高さ比」は、高密度層の幾何
学的特性を低密度層の同じ幾何学的特性の値で割った値であると定義される。例えば、高
さ比は、高密度層の高さを低密度層の高さで割った値であってもよい。１つの実施形態に
おいて、斯かる高さ比は約１から約５０の範囲であってもよい。別の実施形態においては
、斯かる高さ比は約５から約４５の範囲であってもよい。別の実施形態においては、斯か
る高さ比は約１０から約４０の範囲であってもよい。別の実施形態においては、斯かる高
さ比は約１５から約３５の範囲であってもよい。別の実施形態においては、斯かる高さ比
は約２０から約３０の範囲であってもよい。
【００７０】
　上述したように、密度勾配貯留層は複数の繊維層で構成される。繊維層には、ポリマー
素材製の繊維またはポリマー素材を組み合わせた繊維が含まれる。１つの実施形態におい
て、多孔質繊維マトリックスには二成分繊維が含まれる。別の実施形態では、多孔質繊維
マトリックスには二成分繊維および一成分繊維が含まれる。
【００７１】
　いくつかの実施形態において、繊維はポリエステルおよびコポリエステルのうちの１若
しくはそれ以上を含んでもよい。特定の実施形態では、ポリエステルまたはコポリエステ
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ルは、ポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタ
レート（ＰＢＴ）、ポリトリメチレンテレフタレート（ＰＴＴ）、およびポリ乳酸（ＰＬ
Ａ）のうちの１若しくはそれ以上を含んでもよい。１つの実施形態においては、繊維層は
ＰＬＡ製の繊維を含んでもよい。本発明の実践で使用可能な二成分繊維には、限定されな
いが、以下の対のポリマー、すなわちポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレート（Ｐ
ＥＴ）、ポリエチレン（ＰＥ）／ＰＥＴ、ポリエチレン／ポリプロピレン、ポリプロピレ
ン／ナイロン－６、ナイロン－６／ＰＥＴ、コポリエステル／ＰＥＴ、コポリエステル／
ナイロン－６、コポリエステル／ナイロン－６，６、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／
ＰＥＴ、ポリ－４－メチル－１－ペンテン／ナイロン－６、ポリ－４－メチル－１－ペン
テン／ナイロン－６，６、ＰＥＴ／ポリエチレンナフタレン（ＰＥＮ）、ナイロン－６，
６／ポリ－１，４－シクロヘキサンジメチル－１（ＰＣＴ）、ポリプロピレン／ポリブチ
レンテレフタレート（ＰＢＴ）、ナイロン－６／コポリアミド、ポリエステル／ポリエス
テル、およびポリウレタン／アセタールから構成される繊維が含まれる。
【００７２】
　密度勾配貯留層の複数の繊維層は、梳き櫛状の不織布ウェブの個別層を有していてもよ
い。他の実施形態では、個別層は織布を含んでいてもよい。別の実施形態では、個別層は
短繊維を有している。他の実施形態においては、個々の層は連続繊維を有している。他の
実施形態では、個々の層の繊維は約１ｄｔｅｘから約２０ｄｔｅｘの範囲の繊維塊を有す
る。１つの実施形態において、個々の層の繊維の繊維直径は約５ミクロンから約３５ミク
ロンの範囲である。他の実施形態では、繊維の直径は約５ミクロンから約１０ミクロンの
範囲、約１０ミクロンから約１５ミクロンの範囲、約１５ミクロンから約２０ミクロンの
範囲、約２０ミクロンから約２５ミクロンの範囲、約２５ミクロンから約３０ミクロンの
範囲、約３０ミクロンから約３５ミクロンの範囲、および他の類似の範囲の直径であって
よい。
【００７３】
　高密度層および低密度層の密度は、繊維層で使用される繊維の種々の物理的要因を操作
することにより達成できる。繊維密度、繊維の直径、繊維塊、繊維表面などの物理的要因
を操作することにより、繊維層（複数も可）の密度が変化する。繊維層の密度は、例えば
、繊維層を圧縮し、少なく圧縮された繊維層よりも立方センチメートル当たりの繊維数を
増やすことにより達成できる。他の実施形態では、繊維密度は、繊維層の繊維の数を増大
させたり、大きい直径および／または繊維塊の繊維を使用したり、あるいはそれらを任意
に組み合わせたりすることにより操作してもよい。繊維層の繊維密度を操作する他の方法
も考えられ、斯かる方法は本開示を基に当業者には明白であろう。
【００７４】
　繊維密度の操作は、同時に、繊維マトリックスの毛管力も操作する。一般的に、繊維マ
トリックス密度が高いと言うことは高い毛管力を意味する。
【００７５】
　あるいは、繊維層に使用される繊維は、繊維エネルギーに従って分類してもよい。いく
つかの実施においては、繊維は約２９ダイン／ｃｍから約５０ダイン／ｃｍの範囲の繊維
エネルギーを有していてもよい。いくつかの例では、繊維は艶出しまたは潤滑剤で処理し
、十分に加湿性の（すなわち、接触角ゼロを有する）繊維にしてもよい。いくつかの実施
形態では、繊維層の第一部分の密度は繊維層の第二部分の密度より大きくてもよい。
【００７６】
　以下に記載される図５Ａ、５Ｂ、５Ｃなどのいくつかの例では、繊維層２０３ａの第一
部分が繊維層２０３ｂの第二部分へ移行し、それにより第一密度（低密度層）から第二密
度（高密度層）へ漸進的に変化する部分が、密度勾配貯留層２０３内に存在してもよい。
従って、斯かる一体成形の繊維マトリックスでは、第一部分２０３ａおよび第二部分２０
３ｂ間において画定された界面の存在が排除可能である。
【００７７】
　上述したように、流体は取り出し口２０５を通して分与されるので、空気が媒体分与デ
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バイス２００へ導入される。媒体分与デバイス２００への空気の取り込みにより媒体分与
デバイス２００に静圧が生じ、その結果、流体は流体貯留層２０１から勾配貯留層２０３
へ移行できるようになる。流体は、静圧により、流体貯留層２０１から勾配貯留層２０３
を通過し、芯にまで駆動される。繊維層２０３ａの第一部分および繊維層２０３ｂの第二
部分の繊維層を経た密度勾配貯留層２０３の毛細管効果により、流体の運搬作用が増大し
、流体が媒体分与デバイス２００でもっと利用可能となる。
【００７８】
　いくつかの実施において、密度勾配は、勾配貯留層２０３の繊維層の繊維方向に対し一
般的に垂直である。別の実施形態では、毛管勾配は、勾配貯留層２０３の繊維層の繊維方
向と一致している。密度勾配は毛管力に直接関連していることは理解されている。本明細
書で使用される場合、「毛管力」は勾配貯留層２０３の運搬に関連しており、外力（例え
ば、重力）の助けなしに勾配貯留層２０３を通して流れる流体の能力として定義される。
【００７９】
　１つの実施形態において、高密度層の繊維層および低密度層の繊維層は実質的に密着し
ている。本明細書で使用される場合、「密着」とは、高密度層の繊維層と低密度層の繊維
層との間に空隙は実質的に存在しないことを意味する。さらに、高密度層と低密度層との
間の界面は実質的に密着型である。１つの実施形態において、高密度層および／または低
密度層の繊維層は、密着した界面を形成するようにしっかりと結合されている。別の実施
形態では、繊維層は接着剤により結合されている。１つの実施形態では、繊維層は該繊維
層を相互に圧縮することにより結合される。
【００８０】
　図５Ａ、５Ｂ、および５Ｃは、勾配貯留層５０３の代替構成を示している。図５Ａにお
いて、繊維層５０３ａの第一部分および繊維層５０３ｂの第二部分は三日月形の界面を有
しており、その界面において、繊維層５０３ｂの第二部分は、両側の一般的に薄い部分へ
徐々に先細となる厚い中間部分を有している。図５Ｂも三日月形の界面を示しているが、
この実施形態においては、繊維層５０３ａの第一部分が両側の一般的に薄い部分へ徐々に
先細となる厚い中間部分を有している。図５Ｃでは、繊維層５０３ｂの第二部分は一般的
に正方形または長方形であり、繊維層５０３ａの第二部分によって両側を囲まれている。
本開示の観点から他の実施形態も考えられる。
（実施例）
【００８１】
　サンプルは内部流体貯留層抽出スタンド（例えば、インク貯留層抽出スタンド）上で試
験が行われた。図４はサンプルの抽出試験装置４００を示す。媒体分与デバイス４０２は
、シリンジポンプ４０４などの圧力源へパイプを通して接続できる。シリンジポンプ４０
４はパイプに負の圧力を生じさせ、媒体分与デバイス４０２からの流体の抽出を促進する
ように構成できる。圧力変換器４０６を媒体分与デバイス４０２とシリンジポンプ４０４
との間のパイプに接続してよい。圧力変換器４０６は、試験中パイプ内の圧力を測定する
ように構成される。圧力読取値は、圧力流量または一定流量の時間などの追加の情報と一
緒に、記録のためにデータ記録デバイス４０８へ送ってもよい。斯かる情報は、後に試験
に関連する追加のデータを決定するためアクセスおよび分析されてもよい。例えば、圧力
対流体抽出のプロットを記録情報に基づいて決定できる。
【００８２】
　いくつかの実施において、特定の時間および抽出率を用いて特定の試験の場合をシミュ
レートしてもよい。例えば、サンプルを０．３０ｃｃ／分の抽出率セットを用いて試験し
、例えば、最初の９０秒後に静圧を測定してもよい。
（相１の結果）
【００８３】
　一体型密度勾配貯留層の設計を模倣した低密度と高密度の両方の繊維の組み合わせを用
いて、高密度媒体（ＨＤＭ）および低密度媒体（ＬＤＭ）を有する二成分システムを作製
した。その結果、対照の市販製品と比較してシステム圧力は低く抽出効率は高かった。抽
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出結果は以下の表４に要約する。
【表４】

【００８４】
（相２の結果）　
　以下の表５は、相１の複合（ＨＤＭ＋ＬＤＭ）貯留層の全体的密度の要約を提供する。
相２の貯留層は全体密度０．０９ｇ／ｃｍ３で製造された。

【表５】

【００８５】
　本明細書記載のように、２つのサンプルを縦構成（Ａ）および横構成（Ｂ）で作製した
。表６は斯かる２つのサンプルのデータを示す。
【表６】

【００８６】
　サンプルＡおよびＢは高い抽出（放出）効率を示す。
（例示的実施形態）
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【００８７】
　上述したように、媒体分与デバイスの特定の例には、密度勾配貯留層を含む一体成形の
貯留層が含まれる。１つの実施形態において、インクカートリッジには、印刷工程に使用
される遊離（すなわち、液体）インクを含むインク貯留層が含まれる。インク貯留層は密
度勾配貯留層と流体連通している。図６はインクカートリッジ６００の例示的実施形態を
示す。図６において、インクカートリッジ６００は、インク貯留層６０１と、インク貯留
層６００に流体連通している密度勾配貯留層６０３とを有する。密度勾配貯留層６０３は
２つの部分またはセクション６０３ａおよび１００３ｂを有しており、各部分またはセク
ションは複数の繊維層を含んでいる。取り出し口６０５は、インクカートリッジ６００か
らインクを分与するため、インクカートリッジ６００からの出口を提供する。インクカー
トリッジ６００は芯（図示しない）を含んでいてもよい。図６の実施形態において、イン
ク貯留層６０１および密度勾配貯留層６０３は、縦に配列されたインクカートリッジ６０
０内に位置付けられている。対照的に、図７は水平配列の代替実施形態を示している。図
７において、インクカートリッジ７００は、インク勾配貯留層７０３と、インク貯留層７
０１に対して水平方向に位置付けられた対応する部分またはセクション７０３ａ、７０３
ｂとを含む。
【００８８】
　もう一度図６を参照すると、操作中、例えば、液体インクはインク貯留層６０１から密
度勾配貯留層６０３へ移動し、最終的に取り出し口６０５から分与される。インクが取り
出し口６０５から分与されるにつれ、空気がインクカートリッジ６００へ引き込まれる。
次に、この空気はインク貯留層６０１へ移動し、その結果、インクカートリッジ６００内
に静圧が生じる。静圧により、インクは密度勾配貯留層６０３内へ流れ込み、それを通過
できるようになる。
【００８９】
　いくつかの実施形態において、インク貯留層６０１は、インクカートリッジ６００内に
配置された壁によって密度勾配貯留層６０３から分離されてもよい。斯かる壁には、イン
クがインク貯留層６０１から密度勾配貯留層６０３へ自由に流れ込むのを可能にする孔ま
たは窪み（図示しない）が含まれる。他の実施形態では、インク貯留層６０１は、流体浸
透可能な膜によって密度勾配貯留層６０３から分離されていてもよい。
【００９０】
　図６にさらに示されるように、密度勾配貯留層６０３は複数の繊維層を含んでいてもよ
い。いくつかの実施形態において、複数の繊維層は、第一密度を有する繊維層の第一部分
６０３ａと、第二密度を有する繊維層の第二部分６０３ｂとを含む。代替実施形態におい
て、高密度層および低密度層は各々実質的に均一な密度を有している。別の実施形態にお
いて、高密度層および低密度層は各々密度勾配を有している。別の実施形態では、高密度
層は実質的に均一な密度を有し、低密度層は密度勾配を有している。さらに別の実施形態
では、高密度層は密度勾配を有し、低密度層は実質的に均一な密度を有している。１つの
実施形態において、繊維層の第一部分の密度は繊維層の第二部分の密度よりも大きい。
【００９１】
　再び図６へ戻ると、インクは取り出し口６０５を通して分与されるので、空気がインク
カートリッジ６００へ導入される。この空気は勾配貯留層６０３を通してインク貯留層６
０１へ移行する。インクカートリッジ６００への空気の取り込みによりインクカートリッ
ジ６００に静圧が生じ、その結果、インクはインク貯留層６０１から勾配貯留層６０３へ
移行できるようになる。インクは、静圧により、インク貯留層６０１から勾配貯留層６０
３を通過し、芯にまで駆動される。繊維層６０３ａの第一部分および繊維層６０３ｂの第
二部分の繊維層を経た密度勾配貯留層６０３の密度効果により、インクの運搬作用が増大
し、インクの実質的に全てがインクカートリッジ６００でもっと利用可能となる。１つの
実施形態において、密度勾配は、勾配貯留層２０３の繊維層の繊維方向に対し一般的に垂
直である。別の実施形態では、毛管勾配は、勾配貯留層６０３の繊維層の繊維方向と一致
している。密度勾配は毛管力に直接関連していることは理解されている。本明細書で使用
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される場合、「毛管力」は勾配貯留層６０３の運搬に関連しており、外力（例えば、重力
）の助けなしに勾配貯留層６０３を通して流れるインクの能力として定義される。
【００９２】
　一体型多孔質保留／分与媒体の密度または毛管力は、最高の保留および分与能力を与え
るため、流体粘度、表面張力、固形分、および化学組成などの異なる流体特性用に調整可
能である。一般的に、低密度の流体は高密度の媒体を必要とし、高密度の流体は低密度の
媒体を必要とする。しかし、外観、外的圧縮力または吸引力、流体流動特性、蒸発速度な
どの他の要因も媒体の選択に影響を及ぼす。特定の実施において、本発明の媒体は１ｃｐ
ｓから２０，０００ｃｐｓの流体に適合させてもよい。
【００９３】
　加えて、本明細書記載の媒体は既存の製造技術を用いて製造可能である。例えば、参照
によりその全体が本明細書に組み込まれる米国特許第７，８８８，２７５号に記載される
工程および技術を用いて、本明細書記載の媒体を製造および／または生産してもよい。
【００９４】
　上述の詳細な記載において、本明細書の一部である添付の図面が参照されている。図面
では、文脈により別の意味に取られない限り、類似の符号は通常類似の構成要素を意味し
ている。詳細な説明、図面、および特許請求項に記載された例示的実施形態は限定的なも
のではない。本明細書記載の主題の精神または範囲から逸脱することなく、他の実施形態
が使用されてもよいし、他の変更がなされてもよい。本明細書に一般的に記載されている
本開示の種々の特徴は、本明細書に明示的に記載されている広範囲な異なる構成で配列、
置換、複合、分離、および設計されてよいことは容易に理解されるであろう。
【００９５】
　本開示は、本出願記載の種々の特徴を示す特定の実施形態に限定されるものではない。
本出願の精神および範囲を逸脱することなく、当業者には明白な多くの修正および変更が
なされ得る。本明細書に記載されている方法および装置に加え、本開示の範囲内の機能的
に等価な方法および装置が前述の記載から当業者には明白であろう。斯かる修正および変
更は添付の特許請求項の範囲内で行われるものである。本開示は、添付の特許請求項によ
って資格が付与される均等物の全範囲に亘って、斯かる特許請求項の用語によってのみ限
定されるものである。斯かる開示は、当然多様なものである特定の方法、試薬、化合物、
組成物、または生物システムに限定されるものでないことは理解されるべきである。本明
細書で使用される用語は特定の実施形態のみを記載するものであり、非限定的なものであ
ることも理解されるべきである。
【００９６】
　本明細書記載の実質的に任意の複数形および／または単数形の使用に関し、当業者は、
文脈および／または適用に適切な範囲で、複数形は単数形におよび／または単数形は複数
形に変換可能である。種々の複数／単数変換が、本明細書では明瞭化のために明示的に行
われてよい。
【００９７】
　一般的に、本明細書、特に添付の特許請求項（例えば、添付の特許請求項の主要部）で
使用される用語は、「オープン」な用語（例えば、「含めて」と言う用語は、「限定され
ないが、含めて」と解釈されるべきであり、「有する」と言う用語は「少なくとも有する
」と解釈されるべきであり、「含む」と言う用語は、「限定されないが、含む」と解釈さ
れるべきである）であることは当業者には理解されるであろう。導入された特許請求項の
記載に関して特定数が意図されている場合、斯かる意図は特許請求項内に明示的に記載さ
れるものであり、斯かる記載の欠如は斯かる意図が存在しないものであることも当業者に
はさらに理解されるであろう。
【００９８】
　例えば、理解を助けるために付け加えると、以下の添付の特許請求項は、特許請求項の
記載を導入するために「少なくとも１つの」および「１若しくはそれ以上の」と言う導入
句の使用を含めてもよい。しかし、斯かる句の使用があったとしても、以下のようには解
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釈されるべきではない。すなわち、特許請求項記載に不定冠詞「ａ」または「ａｎ」が導
入された場合、同じ特許請求項が「１若しくはそれ以上の」または「少なくとも１つの」
などの導入句、並びに「ａ」または「ａｎ」などの不定冠詞（例えば、「ａ」および／ま
たは「ａｎ」は「少なくとも１つの」または「１若しくはそれ以上の」を意味するように
解釈されるべきである）を含んでいたとしても、斯かる導入は、斯かる導入された特許請
求項記載を含む任意の特定の特許請求項を斯かる１つの記載のみを含む実施形態に限定す
べきであることを意味している、と。特許請求項記載を導入するのに使用される定冠詞の
使用に関しても同様のことが言える。
【００９９】
　加えて、導入された特許請求項の記載に関して特定数が明示的に記載されていたとして
も、斯かる記載は少なくとも記載された数（例えば、「２つの記載」と言う単独の記載は
、他の修飾語がない場合、少なくとも２つの記載、または２つ以上の記載）を意味してい
ると解釈されるべきであることを当業者は認識するであろう。さらに、「Ａ、Ｂ、および
Ｃのうち少なくとも１つなど」に類似の慣用表現が使用される場合、斯かる構成は、一般
的に、その慣用表現を当業者が理解しているように解釈される（例えば、「Ａ、Ｂ、およ
びＣのうち少なくとも１つを有するシステム」は、限定されないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃ
だけ、ＡおよびＢ、ＢおよびＣ、および／またはＡ、Ｂ、およびＣなどを有するシステム
を含む）。「Ａ、Ｂ、またはＣのうち少なくとも１つなど」に類似の慣用表現が使用され
る場合、斯かる構成は、一般的に、その慣用表現を当業者が理解しているように解釈され
る（例えば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち少なくとも１つを有するシステム」は、限定され
ないが、Ａだけ、Ｂだけ、Ｃだけ、ＡおよびＢ、ＢおよびＣ、および／またはＡ、Ｂ、お
よびＣなどを有するシステムを含む）。２つ以上の代替用語を示す実質的に任意の離接的
用語および／または句は、それが本明細書、特許請求項、または図面中にあったとしても
、斯かる用語の１つ、いずれかの用語、または両方の用語を含む可能性が含まれると理解
されるべきであることも当業者はさらに理解するであろう。例えば、「ＡまたはＢ」と言
う句は、「Ａ」または「Ｂ」あるいは「ＡおよびＢ」の可能性を含むと理解されるであろ
う。
【０１００】
　加えて、開示の特徴がマーカッシュグループで記載されている場合、斯かる開示はマー
カッシュグループの任意の個々のメンバーまたはメンバーのサブグループでも記載される
ことを当業者は認識するであろう。
【０１０１】
　当業者には理解されることであるが、本明細書開示の全ての範囲は、明細書の提供を含
むあらゆる目的において、あらゆる可能な部分範囲およびその部分範囲の組み合わせを含
んでいる。任意の列挙された範囲は、十分に記載されたものとして並びに同範囲を少なく
とも均等な半分、３分の１、４分の１、５分の１、１０分の１などに分割可能なものとし
て容易に認識可能である。非限定的な例として、本明細書記載の各範囲は、下３分の１、
中３分の１、上３分の１などに容易に分割可能である。当業者には理解されることである
が、「最高」、「少なくとも」などの用語は全て記載された数を含み、上述のように、そ
の後部分範囲に分割可能な範囲を意味している。最後に、当業者には理解されることであ
るが、範囲は各々個々のメンバーを含む。従って、例えば、１～３セルを有するグループ
は１、２、または３セルを意味する。同様に、例えば、１～５セルを有するグループは１
、２、３、４、または５セルを意味する。
【０１０２】
　本明細書で使用される場合、「約」と言う用語は、例えば、実際世界の測定手順または
処理手順、斯かる手順の不注意によるエラー、組成物または試薬の製造、素材源、または
純度の違いなどにより生じ得る数量変動を意味する。本明細書で使用される場合、「約」
と言う用語は、通常、記載された値または値の範囲よりも１０分の１（例えば、＋／－１
０％）大きいまたは小さいことを意味する。「約」と言う用語は、従来技術による既知の
値を包含しない限り当業者によって等価であると認識される変動を意味する。「約」と言
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う用語の後に来る各値または値の範囲は、記載された絶対値または値の範囲の実施形態を
包含するものである。「約」と言う用語で修飾されているか否かを問わず。特許請求項記
載の定量値には、記載された値の等価値（例えば、生じる可能性があるが当業者により等
価値であると認識されている斯かる値の数量変動値）も含まれる。
【０１０３】
　上記開示の内容並びに他の特徴および機能またはそれらの代替物は、多くの他の異なる
システムまたは用途に組み合わされてもよい。当業者により今後行われ、現在まだ予想も
予期もされていない種々の代替物、変形、修正、または改良も、各々本開示の実施形態に
包含されるべきものである。
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【図１Ｄ】
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